
平成22年度

沖縄県海外留学生修了報告書

沖 ，縄県

悶沖縄県国際交流・人材育成財団



沖縄県出身移住者の子弟及び歴史的に繋がりの深いアジア諸国から

優秀な人物を県内の大学で修学させ、日本。沖縄の文化を理解し県民との交流を深めてもらう

ことにより、本県と移住先国及びアジア諸国等との友好親善の推進に寄与する人材の育成を目

的としています。

昭和44年度 (1969年）の事業開始以来、

た。留学を修了し帰国した留学生は、

を含め565人の留学生を受け入れてきまし

て活躍しており、また、県人会活動に

拡充に貢献しております。

平成22年度は、北米、

琉球大学、 2 

こ

した知識と経験を生かし、様々な分野におい

に参加するなど、母国と本県とのネットワーク

ー

沖縄滞在を通して、沖縄の歴史や文化等について深く

ウチナーネットワークを身近なものにすることができたと

留学生が沖縄滞在中に感じた日

そのうち 8名が

した。 1年間の

し

の修業成果等をまとめたものです。学内ス

交流など、様々な経験を経て成長していく

事業理解の一助となれば幸いです。

また、今年10月には第5回悦界のウチナーンチュ大会を実施いたします。同大会では、ウ

チナーネットワークとウチナーアイデンテイティーを次世代に継承し、世界に向けた新たなネッ

ことができると思い

大学で

との

当

トワークの展開を推進したいと考えております。皆さん一人一人が新たなネットワークの担い

として、同大会に積極的に関わることを期待しております。

に当たり、留学生を受け入れていただきました琉球大学、沖縄県立芸術大学、

桜大学、並びに関係者の方々に対し、心から感謝申し上げます。

平成23年3月
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平成22年度沖縄県海外留学生修了式平成22年3月9日 於：サザンプラザ海邦



安里副知事表敬 平成22年5月28日 （金） 於：県庁第2特別会議室
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仲村財団理事長表敬 平成22年 5月28日 （金） 於：県庁第2特別会議室
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平成22年度 沖縄県海外留学生名簿

真ま喜き志し 恵けい
エリザベス I加白バトリシア ちえみ

出身地：アメリカ合衆国 出身地：ブラジル連邦共和国

留学先：琉球大学 留学先：沖縄県立芸術大学

受講科目：日本語・日本事情 受講科目：琉球舞踊組踊等

なかそね

仲宗根カリーネ かおり

出身地：アメリカ合衆国 a出身地 ブラジル連邦共和国
留学先：琉球大学 留学先：沖縄県立芸術大学

受講科目：日本語・日本事情 受講科目：琉球舞踊組踊等

きしもとつかざん たかえ

岸本津嘉山ディアナ高枝デリア

出身地：ペルー共和国

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

うちま やびく

内間屋比久マリエライネス

出身地：アルゼンチン共和国

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

出身地：アルゼンチン共和国

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

訟
域
ぃ
依

り
李

竺文ぃ瑞
ヰ
氾

おおき あらがき

大城新垣 リチャード ジョイ

出身地：ペルー共和国

留学先：名桜大学

受講科目：日本語・日本事情

出身地：中華人民共和国

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

出身地：台湾

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

出身地：台湾

留学先：琉球大学

受講科目：日本語・日本事情

●海外移住者子弟留学生 (8名）
琉球大学 5名
県立芸術大学 2名
名桜大学 1名

●アジア諸国等海外留学生 (3名）
琉球大学 3名

●留学生出身地

5カ国 1地域
（アメリカ、ペルー、ブラジル、アルゼンチン、中国、台湾）



エリ メリ

Hello! My name is Kay'Elizabeth'Makishiやいび一ん。私の両親はウチナーンチュで

すが、私自身はアメリカで生まれ育ちました。今回留学に来る前には沖縄には一度も来たこと

はありませんでした。

沖縄に来て、授業で沖縄の歴史を学んだり、 いたり、沖縄の人と接したり

ありがたさと、自分

つにのか

ながりとそ

とが出来ました。こ

き

りまし

し、どのよう

とのつ

り

じるこ

して、私自

身のルーツやアイデンテイティーについて

も、考えるようになりまし

沖縄に来てもう 1年経とうとしていますが、この長いようで短い間

りました。琉大では但界各国からの留学生が勉弛していますが、様々な文化を持っ と

接することで、世界は広くもあるし、小さくもあるのだと感じてい

関係を築くためには、国の違いによらずコミ ー

そしてより

と感じていま

す。そしてコミュー

いう

ションと

もの

に も

り という し〕

つこ' ＜ 

し］

できまし

いろいろ こと に自 しない らないことも多くあると

l -



氏，一

は小さい島ですが、気候もいいし、自然も美しいし、世界から多くの

人が訪れるし、暖かい心を持っているが大勢います。挨拶さえすれば

沖縄の人は、すぐに相手を受け入れてくれると知りました。

リメ

ク

し

し、世界

いる時も、三線や沖縄民謡を聞くのが趣味だったの

まりを通して、より三線の技を磨くこと

は今まで何気なく間し

くこと、、

た、

ことができ ＜ ベ 卜

し も

こと、

し続けたいと思っ し

J し を し いま

の とアメリカ

ように し)

→ ℃) き しかし、

し、 くし、

うに前進していくこと し う さ

さ 一歩を踏み出しましょう。

る事がい と思いま主沖縄

、

ま

る

し

ました。

-2 



ッふ

し

クック多マリコ唸ミッシェル（アメリ

私が初めて県費留学制度のことを知って、「これって、本当？ ！奨学金をもらって沖縄で一

年留学できるなんて、嘘でしょう？」と思っていました。でも、インディアナ沖縄県人会から

もっと詳しい情報を間いて「あっ、県費

留学っていうのは本物なんだ！」と、そ

の事実を認めました。それを知ってから、

私は早速応蒻しました。英語と日

作文を書いたり、何卜枚の手続きがあっ

たり、電話のインタビューもしたり、日

ら雌脱もしました。色々と

けれども、現在の沖縄での生活を

ら

らしいのを生きてきました。

県費留学生になる前には、私はインディアナ大学の 2年生で、東アジア言語と文化を勉隙し

ていました。子供の頃から日本文化や日本語が大好きで、大学に入ってからも日本語の勉怖を

続けることに決意をしました。大学生になる前からどこかで留学したいと、ずっと思っていま

した。在学中の大学では、名古屋と京都にある大学と交換留学のプログラムがあり、どちらか

の学校で留学しようかなあと、私は考えていました。ですが、留学のこと ＜
 

いる

に県喪留学制度のことを知り、絶対このほうがいいに違いないと思いました。

私は沖縄生まれなのですが、生まれて一年ほどで引っ越しました。そのため、子供の頃は家

族と一緒に、沖縄にいる親戚と会うために何

も訪れました。子供の時から今まで、何回

のか、数えられないぐら

いきているような気がします。小さい歳から、

私はいつもおじいちゃんやおばあちゃんの会

を111-lき、うちな一ぐちまで少し党えるよう

になりました。去年の4月
ヽ
こり

が、

私は「沖縄のなまり」が付いているのに

きました。以泊は全くわからなかったのです

日本人の友達などからよく、こう言われます。

リコ。。。本当にアメリカ人なの？うちな一んちゅみたいな話し方だよ！」

私の母が沖縄出身なので、結局私か小さい時から敦わった日本語は沖縄風の日 ったの

" -｀う――



です。一年間沖縄で留学している間私のな

まりはもっと強くなったのかもしませんね。

これまで数えられないぐらい沖縄を訪れてき

ました。けれども、今回の留学のおかげで

「私って、やっぱりうちな一んちゅなんだ」

と、実感できました。

この一年間に間に、初体験もありました。

例えば、沖縄で4月に行われるシーミーや、

あちらこちらで開かれたお祭りです。普段は

に来ているので、それ以外の行事やお

りには参加したことがありません。 2010年

に沖縄で留学する機会ができて、特にラッキー

ことは、成人祝いの写真を撮るこ

とができたことです。そうなんです、

年の 8月に成人になりました。成人式には出

しませんでしたが、 と

てもいい思い出になりました。アメリカにはこういう行事がないので、何年か前から 20歳の

日本に行きたいと思っていました。私はピンクの振袖と、

りました。振袖より琉装の方が似合っていると言われ、驚きました。「あい！マリコ、あんた

とっても似合っているよ。首里城の前でバイトもできるぐらいさ！」と、言われたことも

もあります。しかし、県費留学生はバイトが禁じられているので、首里城でのバイトは無

した。親戚によく「うちな一んちゅと結婚しなさい！」と言われるので、それが本当にあ

ることであれば、結婚式では絶対琉装が着たいです！

でも、本土から離れてい

のは仕方が無いと思いるので、 こ

ですから、

きました。 4日

いことが沢山あって、

8月

とできてとって

ど、

の人達と一緒に日

4-



している内に私の意見や考え方も

られて何より

に比べるとかなり

まし

一生忘れられなし

アメリカ

わからないです。

りまし

し―` し一

く、

ていま

てからも、

り、

ここで過ご

した経験を是非伝えたいです。

私は日本語を活かして

たいのですが、まだま

として沖

しいです。このチャンス ＜
 
つ

心から感謝しています。

一_
 

0

0
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ディ リア（ペルー共和国）

さか私が日

で こと

思いまし

スメートと

ど、

し

ます。

出されます。とても

と

し

りました。

ら。でも、先生たち

くなかっ

日

こ

の留学生活がこんなにも最高だと

のチャンスをいただい

した。信じられませんでした。

日

日

ること

いた以上によかったことは、

ことです。これは自分が追ってし

るとは思っていませんでした。それだけ

るということ

もいないことでした。ペ

も昨日のことのように思い

と

していました。今からど

で こ

ゃんとおばあちゃんのふるさとで日

りもっといい夢でした。もちろん、私の目

もっといいものをくれまし

まる

た

うと

たくさんい いろ こと いましたし、クラ

まし ごく し

って し も、ま

うれしいのです。

ピ とて しかっ はあまり

も し 日 /-a 3へ-— 

卜 白く って し

ごくい

しまし

ひくことを

の こ しい しまし ヽ
迂 I-、

6
 



茶道、ぶくふく茶を習いました。茶道の田中先生はすごく侵しいのでその日から今まで、先生

の指尊の下、ぶくぶく茶を練習しています。こ訂も沖縄の伝統的なことですから、斎棗習できて、

とてもうれしいです。それから、「日本事情」の体険を通して、仲里先生は親切に着物の着付

けを敦えてくれて、沖縄で全日本きものコンテストに参加しました。楽しくていい経験でした。

自分で着物を着ることができるようになったのはすごいと思います。このようにいろいろな文

化を体験しながら学べたことは、本当にうれしかったです。

沖縄滞在中に素睛らしい硯光地へ見に行きました。沖縄の悔に遊びに行ったり、面白い所を

見学したり、素敵な風景を見に行きました。初めてシュノーケルもしました。信じられない気

持ちでした。本当にすごかったです。お正月の時に、初めて初日の出を見に行って、初めて太

陽が洵から出るところを見ました。素敵でした。ペルーで太陽は山から出るので、沖詞のお正

月でぜひやってみたいことでした。それから、初めて花見に行さました。友人と遊びに行って、

素晴らしい景色を見ました。また、初めて月の入りを見ました。リマはいつも J口：っているから、

こんなチャンスがありません。でも、月の入りだけでなく、月の入りと同時に日の出も見えま

した。自然の臼異だと思います。すごく感動しました。

沖詞のちゅらiil]： 流大の北 1_＿l ポリピアのtlとこ ーしー；ぃじ
J

ぷ
i

さらに、いろいろな人に会って、いつはい友達を作りました。みんなは退う国頴を持ってい

ますが、これは間題にはなりませんでした。みんな楽しくいい時期を過ごしました。この友逹

の中で仲良しの友人もできました。これもこの乳れ縄県費留学の特権だと思います。友達は大切

なものですから、心からとても喜んでいます。南米の人のなかではアルゼンチンとブラジルと

コロンビアの留学生と出会って、どこへもいつでもよく楽しみました。寮には日本人も住んで

います。みんな（旦しくて、視切な人です。いろいろなことを手伝ってくれました。そして、み

んな段々仲良くなるためにパーティーや飲み、公などしました。最近は禁陽花B1の人みんなで

Tシャツ近作りました。ふんなを忘；］1ないために。そして、もっと大切な日本人の反迄は私の

ューターです。るかごんと言います。 □木みには着子にふるさとの京都へ追いて冒ってく
ました。うちに泊めたり、家転に紹介したりしてくオ］ました。ゑん怠とても面白くて、

人です。るかさんは私のチューターになってから、もっと仲良くなって、 一緒にいい息い出を

作ったり、布む乏下伝ってく］したり、心の間坦を話したりしました。ちゃんと私のことを

てく訂たり、心記してく訂たり、応直してくれました。最後ですけど、もちろん、 1ifl

と仲良くなりました。とっても喜ばしいことです。 噌青にいろいろな証！炭石し、 1nJじ間を

過ごしました。勉強、見学、 1.1月い、ハーティーなどです。こオ1から及i1i]が始まりま J o 

[I 



聞い

＜ 

いまし

し〕

し) う

こと

してボリ

うチャンスが

し＼

のいとこ

と思っ

し

る

くさんの親

に仲良

じら

ってからは、すぐに仲良しになり

まし

初めて合った親戚 沖縄に住んでいる親戚 初日の出・ 2011年元旦

にいる間に私はもう一回自分自身を見つけ始めました。私は何者かをちゃん

ています。新しいことを学んだし、体験したし、いっぱいのことを理解したし、自分の

イティーも変わったし、本気で沖縄滞在は私の人生のためにとっても重大なことでした。

私の過去、私の現在、私の将来。沖縄に来ること

いろいろなこと

しJ

こ く早く

りたいと思い

しています。

うもありがとう←

ッペーニフェ

ること きまし

し との

と

こ

しい

いるチャンスをく

よう

らとっても

8
 



エリカ（アルゼ

私は初めて日本に来ました。 初めてです。

たこと

しくしてく

私は日

出口で、私のおばあちゃん

5歳の時に、おばあちゃ

いた時、おじさ

まり日本語を話せ

クラスメートと楽しく勉弛しました。

大き

ンチンに来まし

従兄に初め

し

らしいもメ目ク、、フ。

！おばあ！」と

も芸つ

し

りまし

してもらい

ました。そして、

しました。

ましたc そし

ユネスコ

しまし

ス

ました。

その経験はと

いつも先生

向けて、先生

に勉強しまし

です。

々 ク

し

しました。

くこと

ルサ

は、たくさ

さ

トガル語のサーク

した。

日 レj

しまし

とても回口かつ

出来まし

し こ

- 9 



こ クルはとてもい りました。

さんありがとう！ ！ ！ 

くさん日本語の勉強をしました。そし

て、沖縄の文化や歴史も勉強をしました。ある

時は親戚と、ある時は友達と、そしてある時は

歴史を勉強しまし

私はアルゼン

る

のプレイベント

アルゼ

ジル、メキシコ、アメリカ、ハワイのメ

ました。色々なイベントにも参加しまし

しい曲も習い

したから、アルゼンチン支部で教えるつもりで

うことだけ

も習いました。

さん、ありがとう

り

を呼びまし

ペルー、ボリビア、プラ

ン支部のメンバーですから、祭り

プレイベントに参加しまし こ

した。アルゼンチンでも、この琉

たいです。

と初めて会いま

しました。例えば、

心から してい

な文化
-、

｀ 
心、

色々

です。とてもい になりまし

て、と

10 



した。その名

た。たくさんの親戚がいる

もうれしかっ

このよう

ること

ま 9 0 

平安名の

くさん

まし

に行っ

と

じいち

とてもびっくりしまし

さんのおじいちゃんの従兄弟だと、

他に誰がいるのかあまりわかり

にも会いまし

し)‘

いつも

前を探しまし

と

てく

してい

いま

し

沖縄でボランティアをして、とても良かった

のプログラ ンチンの文化やア）レビンチン し＼ ぇま

した。

＜ 

Studyというプログラ スペイ にぶく

して、いし になりました。 と ら、いつでもど

こでも、心配なく

目

{ ヒ

の

1

マ土 9-
ヽt)、

と

しまし

ま

と

11 



六
J

しました。

ント

しまし

二つ

きれ アルゼンチンとは反対の四季、

ど、アルゼンチンで経験出来ないこと

レ

V

｝
 

この一年間、県費琉学生のプログラムにとても、とても、心から感謝してい

いつも、ありがとうございます！ ！ ！ 

-12 



内間

~
 -マリエ （ア 国）

には、私が沖縄で一年間住むなんて夢にも思いませんでし

いました。しかし、アルゼンチンで日本人や外国人と

向こう側に何かがあるのを教えてもらいまし

ることを目差しました。「一年間沖縄に住んだら、

いに沖縄のことを深く理解したい」というのが、

に住み、その目標は大きすぎたのが分かりまし今、

化や習慣

と の

ことは、 のことをたくさん知るいし

かれらからアルゼン

しをきっかけと

としてではなく、

前の目標でし

も、沖縄の文

となりまし

らなかったら困ること

り趣えられるという

つにこと V/ -<"ヽフ 0

りのころ、 日 とんど

と

強し、 げで日

うになりまし

また、プロジェクトワークと言う

スメ

ス

りし

の

に

の

もちろん、クラスメートとお互い

い出

プロジェクトワークはクラ

ました。また、スピー

ったり、 しのつ

も参加で と もいし り

し 日 を

る

しかし、 日

ってく 3こ)］ベ 、 し

つ

当日

し てく -7＼ ア し

し

ー•-- 1 ：う一一



日

のことをいろい

ま

です。

たので、そのときの状況のこと

した。そ

日本文化

らなかっ

た私のことをもっ

＜ 

い始めました。いろんなイベント

ただき、大変勉弛になりました。田中

けでなく、

くださいまし 1-0 とっての ぉ

を

の
て

ゃ

ことをもっと

プカイ」

し

り

る に、いろんなサークルに参加しました。アルゼンチ

クルに入り、ーカ月やっていましたので、沖縄で一一

も沖縄の伝統芸能の一つであり、前外間エリカさんと一緒に琉

ました。沖縄の人と一緒に伝統文化を学んだのはとても面白い

した。帰国しても、必ず、活動を続けたいと思い

日系人とし

う親戚と

いろ

す。

こ

し)‘

自分のルーツを探すための旅だと思っていました。人生で初めて

しました。アルゼンチンからこんなに遠く離れた沖縄で、親戚と会い、

：：： 
-‘‘ に過ごせたことは、忘れられない思い出で

14 



ルーツを探すため、祖母のふるさと、沖永良部島にも行ってみたかったのです。

在の沖永良部島をおばあちゃんに見せようと思い、夏休みに行きました。偶然出会ったやさし

いおばさんが、私がルーツを探しに来たという話を間いて、いろいろお世話をしてく

昔、祖母が住んでいたときの友達を探そうとしたときは、おばさん達が手伝ってく

の祖母の知り合い、山田おばあちゃんと会うことがで

島に行ける横会はもうないかもしれませんので、ずっと

しまし

思い出になると

一年間はあっという間に経ちましたが、沖縄で学んだこと、沖縄に出会った人、自分自身の

成長は人生で忘れられないことです。これから、帰国したら、学んだことをぜひアルゼンチン

の人や日系人に伝えたいと思います。また、沖縄で興味を持つようになったことを深く研究し

たいと思います。

お世話になった、沖縄県庁、沖縄県国際交流。人材育成財団、アルゼンチンの県人会の皆様、

沖縄住民、琉球大学の先生方、ぶくぶく茶の田中先生、留学生、親戚や友達に、心から感謝し

ています！

ありがとうございました！ Muchasgracias! 

-1日



楽しかった 1

大城 ジョイ（ペルー共和国）

私は大城ジョイと申します、ペルーから参りました。

4月に沖縄に来て名桜大学でけんび留学生として 1年間日

私は日本に来る前は日本語をあまりうまく話すことができ

した。

名桜大学で日

いくうちに最初に比べ

ると日本語が上手になってきまし

それから日本人の友達もた＜

まし

らいの力がつ

「l

て

ここは生活とかペルーと比べる

います、だから、来た時に自分

くりした。

る前に知らなかった。その、

まりました。

次の日

私は日 2と3を取りまし

く

ら

ノ

ら、

に日

日
゜
、r̀
自分の

まし じさんはとてもやさしい人です。

ĉ 
、
／

ィ ュ

16 



ジュアルコミュー シ ンとウェッ

サー クルを入り し けど 3ヶ

し

ら

まし

が見ることができなく るので悲しく り

ン

りまし

っくり

とても

き

も

りました。

もと

った、着い

だから、ペルーに姉つ

し、きれい

しかっ

した、

くさ

し

まし

いまし

ぃ

当

て他の

人はいっ

と

の1

とてもう

し

た。桜祭り参加しまし

ます。だから、とても

t

)

 

,
9
;
'
 

) I I 

とても面白かつ

っ

＜
 

とはいっしょう

しょう。

りがとう いまし vemos 



の 00  

加野パトリシアち （プラジル連邦共和国）

私は子供の頃ブラジルでいつも県人会の琉球舞踊 したが、やりたいと思う

初めて踊ることになあまりありませんでした。しかし、 11 に

り した。 はVILA しかった

踊の腕前

りし

し

もっと

ので、だんだんと

に通いまし

を初め ら

いとこ

、もっともっと

うになりました。琉球舞踊のコンク

ブラ いらっしゃる

この長い

り、

りたいという

くさ してブラジルで琉球舞踊のコンクールの最高賞を取りました。そ

に

したいと

りまし

い、また母方の祖母が久米島出身ということもあって、沖縄に来ること

として沖縄に行けることになり、うれしかっ

， 

-18 



してくれたこと 自 つ り、 し) しく しい

いまし り、 ので楽しい

と初め ＜ しく

のこと し くれるので、 ある『い ゃり じ

る-とが出来ました。

とは一緒に沖縄の いう し り、 りしまし



ま 日本語の先生方やコーディネーターと一緒に沖縄の有名な所美ら海水族館や祭り

コンサートなどへ行ったりして、沖縄のすばらしさや楽しさを感じました。

ている沖縄県立芸術大学では、専門は琉球舞踊ですが、舞踊だけではなく、扮装法、

胡弓、笛、組踊り、三線、第、詞章研究、空手、日本語などのたくさんの勉強が出来き、

また先生方が優しく教えてくださったので本当に感謝しています。

いつ

20 



も に行ったり、

り

り、先輩方と

～の

たり、

つ

り、

つであっ

ったこと

うになりまし

こでこんなにたくさんの勉強が出来たのは、

になりまし

はじ

っしいた以上

いけれども、

し

りがとうごさいます！ ！ ！ 

もらえ、

になるという夢を前よりも自

またおばあちゃんのふるさと

も比べら

ラジル支部の方々、

してくれる

りまし

りまし

トリ

私が

る

こ

の

—~~ 2] --



ャンス

カリーネかおり ジル連邦共和国）

まず、

支持してく

私は2

くさんのいい思い出

と会って、温かし

日本語が話せなかっ

うれしいです。このよう ったにないので、ことがで

さんに感謝し り

ちと友達 沖縄に来ました。 月

の時、初めて、

びっくりし と もうれしかっ も、

人々との話は なくて、 し

も受けました。留学生は日

りました。ふぉこで、初めて、

しそうに、

7月に 合わせなければなりま

り、私たち後輩たちも

いけないと思い

試験がありまし

を見まし

ちは指導し

ら、先

らないと

と三線の

ら島総体で

いました。い

し

いただいて、

、助かりまし

。酉

し

の後、三日間美術の先生

11月

は体育館でやり、日

うれし

の

が始まりまし

ち

ーペットをしい

っていたの

の

はほと

んだり、

うでした。み

しました。

ゥ
3
ゥ
l



芸大では他の発表も見られます。たとえば、オープンキャンパス

部を見ることができませんでしたが、いつも見た時は感動しました。特

生の先輩たちの努力と才能、そして、芸に対する熱い思いを感じました。

打ち上げのふいんきはいつもの勉強している様子と違うので、おもしろくて楽しいです。

私が沖縄に来た時、親せきたちが空港に迎えに来てくれました。私は親せきとブラジルで話

どです。

大学院

したことはありませんでしたが、皆は私の到着をよろこんでくれました。そのようにしてまら

えると思っていなかったので、うれしかったです。

な所も見に行きまし

どです。

とえば、シーミーやお盆の意味とやり

す。お盆の時におじさんの家に二泊とまり、

お世話になりました。

まで色々なイベントにも連れて行ってくれま

した。コンサートや運動会や祭も一緒に行き

ました。親せきたちの話は色々と勉強になり

ますので、とてもおもしろいです。親せきた

ちは色々と私のためにやってくれていたこと

に感謝しています。

に松島小学校で一周間小学生と交流をしました。ブラジルのこと

り、休憩時間に遊んだりしました。プラジルでは体験したことがなかっ

ろっ しき

もらいました。

に

も一緒にやりました。最後の日にブラジル

りました。小学生たちがよろこん

の交流をするだけではなく、

ことも

ラツ

ら

に

と

の

、

と

と
こ

--‘)') -
-4リ



り、

している人が多いからです。その人たちと知り

りも聞くことができます。そのため、

は：ブラジル、ペルー、アルゼ

メンバーでし

ノレールの乗り方を教えてく

くれました。

てから、私の視野が広が

も した。ここ

り、し)

メリカ、台溝と中

とを助けてくれました。バス

り、 ィ も誘っ

ことは私が思っ いたよりも、 に

初めて らし し、おじ

いちゃ ち さと り、自国と

し 自 自

ること 自

うになり、

こんなたくさんのこと

ら

るので、 中

ちは懐かしいと思い、

したら、

があ

した人

います。

＜ 

し を貯めて、色々と違う文化や習慣がある国へ行きたい

今よりもさらに成長していきたい

しJ

し〕

して、 こ

沖縄のみんなさん、心から、ありがとう した。

-24 



初めに

私は2000年7月、 日 って日 た。

の四年間 ど

さら させる 、日本語の勉強

竿一翠未し

し

代日 し＼

ども行ってい

のはいうまで

日

日本で日

日本と中国は

り、姉妹関係も

できたのである。

での間に目にし

しゃった財団と県庁の方々の

ら、あっという間

しまう。

として沖縄でここで、

こと

とよく

いる。その

ョ と

を日

まとめ、

中 と

し

と ら ＜ り

とし る

ま し］

た。

し し) り、 よう ら」

イチャリ

し いと思う。

日 け 日 皿 日 皿 日 m 日

コース

る と

し る。こ のニュース

どもう

＜ い分けら る う った,。ま 出 とって、少し

を り し り るよう ＂つ
l `  し、



し、分かるよう

く力、

日

ところや日

将来日

と日

人

った。さらに、毎回のクイズやテスト、発表などを通し、日

が前より上達したような気がした。

る日本語の教師としての私は、仕事のために法文学部の

した。日本語演習の授業を通し、日本語の細かい

うところをさらに分かるよう

と一緒

とのコミュー

つけられ、

なお、日

レンジし、

し、協力し

り、

ションによっ

う。

前期は私たちのクラス

した。先生方の

グループの討論や日

及び教材の作り方も

の

もとに、

っ

という

＜
 

日

くさんの時間をかけ、いろいろ

感謝している。

つ

ェスナャー

26 



二、歴史や文化の満喫

沖縄に来る前、

情の授業や、日

きた。

ヒストリ。

こと とんど知ら

どを通し、日

ンター・中村城跡・

る

うがよいかもしれない。

して埋蔵文化財センツー、

と浦添城址よう

で

った。沖縄に来て、学校の日

に沖縄の歴史や文化をたくさ

。浦添城址よう

と

して

と

し、

中村家を見学 こ

る。

も古く伝統な建築物で

る。

[（ 
n
乙



こ1 なっ るため ら う

ら き うだが、建物や彫

ど ら が腕 りをかけて仕上げたそう そのたつ

入ると、懐かしいふるさとのこと 出し

ル

自

ンされている。

に

を

の伝統的な染物で、 自

しい琉球独特の染め技法である。中

られ、その木綿地は上質の

くちょう＜

魚など フにカラフ

t .ーと→＾ I `王ヤ

つ

コース ーとし

つ

り さ -さ：ミ

し、

し と とり

28 



れ組踊を生み出した。 1972年の沖縄本土復帰にともない、

2010年世界無形文化遺産ユネスコに登録された。本当に喜ばしいことである。

国立劇場沖縄で二童敵討という組踊を観賞し、沖縄の伝統的な文化をより ＜
 

れ、

ことができ、沖縄の人々が伝統的な文化を大切にしている気持ちも分かるようになってきた。

＊石川泡盛酒造・オリオンビ ・ぶくぶく

泡盛は、焼酎の一種である。主にタイ米を原料として、黒麹菌を用いた米麹であ0黒廻によっ

て発酵させたもろみを蒸留した蒸留酒で、沖縄県の特産品である。石川酒造は県内では唯一、

昔ながらの甕仕込み製法を採用し、甕を使い、職人の技術と手間隙をかけて仕込みを行ってい

る工場である。

た時、屋良さんという方が、泡盛の原料から仕込み、蒸留、貯蔵、製品化ま

で詳しく紹介してくださった。その中で、甕仕込みとクースの仕次ぎは心の中に印象深く残っ

ている。また、甕仕込みの際、工場の人が365日休まずに仕事することに感心した。

また、

られ、 日

し

についてさら

し、日

ることができた。

--29 -



。サトウキビ畑の唄＊

- I ＝日の慰霊の日に向け、

と

この一ヶ月間、平和学習

した。 ブチラ

＇ゞ に入っ り、平和祈念公園と

ない 実際に し

恐怖に満ちたものであったのではないかと思う。それに、

ものをとりあげた作品である「さとうきび畑の唄」という

らない人がこの映画

人道的でこの し)

ど、いろいろなこと

また、アプチラガ

戦争当時の出来

もの苦痛・苦悶．

沖縄戦の悲劇といっ

てい

在に

り、 いれる

しいか、

と改めて考えさせられた。普通の生活をするとい

うこと に平和が大切かと言うことを

こすのは しかに人間です しかし ので

るのも いでしょう （平和祈念資料館展示の結びのことばの 1

引用した。）

チャリバチョーデー（県民との交流）

ばかり、友達の紹介で初めて沖縄出身の友達を作っ

でと、年齢層は幅広い。月

したりして交流した。そう

メンバーは、

ぐらい、クラブの方と

と、お互いに中

しし 中でお互いの理解を深めていった。

30 

その友達のおか

ら

を飲んだり、中

ま

を勉強

日本のことを話し合い、



クラブの方に誘われ、 の沖縄首里城祭りに参加した。私はクラブの小忍 と

にミルクの行列で太鼓を叩いた。週に二回練習して、いよいよ十一月二日の本番の日を迎えた。

さんと一緒に楽しみながら行事に参加した。本当に楽しく、私にとって大切な思い出になっ

た。皆さん、ありがとう！

2070/11/02酋里城まつり 赤田クラブミルク庁列

として、移民の日のパーテイーにも参加した。そこでア

日系人達とお互い話し合った。そのおかげで、沖縄の移民文化やその歴史

した

きてきた。

終わりに

留学の一年間というのは、指先をすき通る風のようなものである。

今回の留学を通じて、まず自分の日本語の会話能力、ヒャリング、読解力をさらに向上させ

た。そしてたくさんの友達を作った。さらに中国と日本の文化の比較しながら、日本の社会と

日本の国民性をより一層理解することができた。そのほか、直接にリアルタイムで現地で生の

日本語を勉強したり応用したり、必要な資料を調べたりすることと、琉球大学の日本語の科目

を受講すること及び、先生方の講義のやり方を参考にすることができて本当にありがたいと思

う。

留学終了後帰国し、私は日本で学んだ知識と

日本で学んだ知識をより多くの生徒たち

ちに紹介し、

と中日両国の友好のため

していきたいと思う。

における日

ら

生かし、研究 し、

なった

日本人の方々

に心から を申し いと思う。

31 



（台湾）

じめ

し

し

しました。日

立つと

め、外国から

と

トに見ました。これはいい

いと思って、申し込みました。

ました。

ー

っという

いきたいと思い

●沖縄の生活

さ

と

てい

~
し

ー

ぐにホームシックになるかと思っていた

しさに助けられて、楽しい毎日を送っています。

に出会いまし

る学生は台湾について興味

め、

しかし

しつ

ぅ

しく

中国語が少し

り

と思っていま

したりすると、

くれるということ

つ

っと

人もいまフ 0

もかも台湾と比べて見ていまし

困ることもありました。

2ヶ月目ぐらいから、

ぅ

って、自

うな感じ

として勉強し

、-
しし

さくに話し掛けてくれて、

台溝のドラマとても詳しく知っ

エルカムーパーティー、食事会など

行いまして、皆仲良くなりまし

ばかりの頃はあらゆることが珍しい、毎日が新鮮な発見の続けました。

ことはウチナータイム、私のイメージの日本とは全く違うので、大変なこともありまし

にもの

まとめとし

人々のフレンドリー

よう

らの様

り

しまってい

うになって

しなく

し

＜ 

くありました。

32 
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隣の腐に座った人とすぐに仲良くなるということも多くにありました。 ＼時間なので

すが、不思謡と知り合いのように話をし、笑うことができるのです。

私はこのように、人と人との小さな繋がりがある沖縄の社会で素睛らしい文化だと感じてい

ます。私自身も、 1年間この様な環境の中で生活したことで、自然と初対面の人とすぐに打ち

解けることが出来るようになりました。

日本語の勉強

月曜日から金耀日の朝から午後まで日本語の授業があります。私の学ぶ二組は日本語の中級

レベル者が集うクラスで、お国も年靡もさまざまです。台湾。ドイツ。中国。フランス。ブラ

ジルのりか国、通常13人で授業が進められます。最初の頃は、先生の話すことの 5詞が聴き取

れず、皆がバラバラのページを開いていたり、まった＜

たのです。今では皆漠字を書き、ぺらぺらの日

までなったから、すごく刀きました。水『に、漠字のない

も、しつかりと紙に漠字を書きつけていくその姿には、

クラスの皆の日本諮が上逹したことを実感しました。

うページを読んでしまうこともあっ

に質間をし、長い作文を喜くように

の学生が、書き順はめちゃくちゃで

ら覚えます。私鳳こ

とても心に歿る佼業がありました。

の国の様々なt［会間題について、

自分の国で起きている差別、

ったのですか、

し合うことになりまし

l i l、 1<1分

と^

ども、侃恥などに 1月する に対

して「白分の国にも同じ間四がある」、 「その点は白分の国と］こう」などと皆で白山に元言しま

した。実I原にその国で生活してきた人々の話が1ll1くことも、大変貰重な経、1：炭となりまし

また後期の日本語スピーチ大会、 1且日そのスピーチの純習に取り組みました。

韻の表情や均休の勁作など企てが表現の一部なので、但れるまでに苦労しました。人の前で何

か兄表することにi貫訂ていないから、すこく塁張して、不自然な動作や哀情になってしまいま

した。しかし、訂：日詞［督しているうちに陪記することが出来たため、本喜の時に白分なりに白

然な表現することが出来るようになりました。

9)えの友たち

l. 

平和学背にいろいろ をしましたか。 畠虞につい を叫べて、

｝ヽ、、
．．．→ヘ

`) 9) 



4

も を見ましたから、

にうるさかったです。

ュースでもよく聞

ありまし

して

ら話を聞いたり、ガマや記念館など色々なところ

ました。平和学習は思ったより悲しく暗いものです。

ガマ体験で怖くて不安になっる真っ暗、何

ません。

て一番衝撃的なもの

た海です。人々がお互いに殺しす場面に恐ろしく

した。美術館の隣に普天間基地があり

こと

した人から

に多少分かりまし

い、何も聞こえない中で私は何も考えで

とは思えない悲しいです。そして私にとっ

目に入ったの血の色

さを実感させら

の屋上に行っ

しかし、実際に地元の人々

ましたと、

ヘリコプタ

ってまだ続いてい

と

しいと思っていまし

の

という

まさ

沖縄

の飛行

うのではないか

と思い

らなかっ

に良かったです。

ことが出来まし

こ

勉強し

平和 こ

います。

の残酷さ、沖縄の人土地の思いをたくさん

らなかった自分はどんなに幸せなと思いまし

らも、今も戦争で傷ついている人がいること

いきたいです。そし ろしさを知らない人たちの

す。

2. I
I
I
 

塩、漆器、ガ

卜

へノ
9

9

 

太鼓が鳴り

こと し とっつきにくく

り

と思っていたのですが、
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りました。 るから、 るだけでは く自 も 当

に の場所にいる う ということ と一 の別

ンはとて しく、 と― の ピッタリ

さ とても り

今後もチャンス れば体験した沖縄文化 の楽しさを人々 沖縄県民の誇り

繋げてい

とめ

この 1 り ると、楽しかっ し〕 り に浮か

る前は、 しつかりと らし いけるのかという りし し) め、 1 

さに じていまし しかし終わっ ＜ どあっという

しまっ

日 くさ の と出会い 日はどんな人と ＜ るのか ら

L
D
 
co 



らす生活には刺激があります。沖縄の方は本当に心が広く温かいです。これは沖縄に来た後

に既に感じていましたが、今でも日々しみじみと感じています。壁を作らないと言うか人と人

との心の距離が短いと思います。

この 1年間の留学生活の楽しみの土台となっていたのだと思います。さまざまな人と出会う

ことの楽しみ、喜びを改めて感じさせてくれたことでもありました。沖縄に来て本当に良かっ

たです。

留学生活の中で感じ、学んだこれら全ての事を忘れずに、これからの生活の中で活かしてい

けたらと思います！私にこのような貴重な機会を与えてくれた沖縄県庁、国際交流？人材育英

財団、中琉文化経済協会、台北駐日経済文化代表処那覇分処に心から感謝の気持ちを申し上げ

ます。
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沖縄出身の人気グループORANGERANGEは歌詞の中で望郷の思いを

うに描きます。行間に参む「沖縄がどれほど大切な場所である」、サンシン

るよ

と

ハイヤサッサッという掛け声が織り つにこの曲を初めて耳にした際、その強い感情が私の

胸 ました。

目の来沖の私にとって、沖縄は特別なふるさとのように感じるだろうとつい思っていま

す。沖縄の血縁的ルーツを持つ北米、南米の県費生たちと異なり、時間とともに馴れ親しんで

きたこの土地を育ち故郷のひとつだと思うようになりました。

私が得たものは語学力と専門分野の知識だけにとどまらず、留学生活 1日1日の中での、さ

まざまな文化、習慣、考え方や生活スタイルに至るまでであり、これからの人生においてもずっ

していくであろうものです。

日 ら けど、自 日 いっ う

し、

＜ 

日 の心、 ども ら し＼ まし 「日

ら、 さ しくみ より i‘ -

とができまし 「日 ること じて、 日 とI 

について、 ＜ 
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く、

出身の私はここ

と自

も毎日あり、日

じまし

に身につけるの してい

のものとはいった

し、専門知識

も

し始めました。

国際的な取り上げられている人と組

した。主に人的資源応用論と、経営統

して聴講の形でマスコミ情報論というセミ

した。

その中

代の日

争力

らら

ことに対する

り

比べ、 ＜ 

大変だっ ので、つい いくの し

ド く、まじめに 1ページ、 1ペー

っこうかかりました。

るので努力が報われるという

る、というふう

も

りがいがあった。結果がついてくる

で勉強ができるようになりまし

と

いては、

聞いてくれ

しいからまた次

し、

と、混じった「チャンプルー文化」ということ

って、中国、日

から まで、アメリ

うちに、日本語に浸かり切ったりして、ス

ングカを高めることに注力しました。そのう

ら

と

り

ヵ

ィスカッ
汝

日

ようになりまし

いたの

ンョ
と

し

る

る
す

ろっ

ュのし
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になってい

してやま

伝統 しながら、

まさか

しいもの し 々

しら？ ！ 

の

行きました。

し

し

に

ま

ひとつ

きます。

も

~テマ

し一

文化 し

サンシン

、いつも

という

り深く と
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る「紅型J

が楽しいでし

てい

し、

させていただきました。

れた型を使い布に染めました。私が選んだのは写真に右手の花柄の

らせてから一日寝かせ、糊を落としてできあがりました。同じ

も変わってくるので、自分の個性的な作品を作り出すの

ットをもらい、彼を応援し

ました。友達が日

も素敵でした。私

沖縄市

る平和記念公園

いたこと

、当時の状況

40 

ました。参加者の年齢は幅広

の結果

した。

しまし

に聴き入っ

ることだと思います。 め、

入ってす

していました。展示品

にふけていました。時々、

んとなく

した。



し ぁ し によっ さら

ると心から祈っ し

日 前はコ

したレストラン、商店、ま ら どか こと

がよく分かります。自 にいるの りつつ、 じ

し

るた ち され

。ゆり の

ち らフェリー し l)リ フィ ド フ

ス イバルも っていて、ゆり らしい いま

して ら、の りと ゆり さま りと り しん

にの

ヽ

自 と う-と した。 しい ,r ．'、~ ‘-• う 自 どの う

いました。自

る

｀ らのこと 自ミー

し ら

？'`ヘノ' と →) し

訂、 ら し

11 
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